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大分県

今
月
、
茨
木
市
と
大
分
県
竹た

け
た
し

田
市
は

歴
史
文
化
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
ま
す
。

大
分
県
南
西
部
に
位
置
し
て
い
る
竹
田
市
は

歴
史
や
文
化
で
深
い
関
わ
り
を
持
つ
市
で
す
。

今
月
の
特
集
で
は

本
市
と
の
関
わ
り
を
中
心
に

観
光
や
文
化
な
ど
、

竹
田
市
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

問
合
先　

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
620
・
１
６
０
８

特集1

1_ 雪化粧に染まる竹田盆地、2_ たけた竹灯籠「竹楽」、
3_ 温泉療養文化館「御前湯」、4_ 久住高原、5_ 坊ガツル
湿原、6_ 白水の滝
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竹
田

竹
田

～
歴
史
文
化
姉
妹
都
市
提
携
～
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岡
城
は
、
一
説
に
は
源
平
合
戦

後
、
郷
土
の
武
将
緒お

が
た
さ
ぶ
ろ
う
こ
れ
よ
し

方
三
郎
惟
栄

が
、
源
頼
朝
と
仲
違
い
を
し
た
源
義

経
を
迎
え
入
れ
る
た
め
、
文
治
元
年

（
１
１
８
５
年
）
に
築
城
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。戦
国
時
代
に
は
、

３
万
７
千
人
も
の
軍
勢
を
わ
ず
か
千

人
で
撃
退
す
る
な
ど
、
難
攻
不
落
の

名
城
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
豊
臣
秀
吉

を
し
て
、
九
州
征
伐
の
後
「
わ
が
大

軍
を
も
っ
て
す
れ
ば
、薩
摩
は
10
日
、

肥
後
は
５
日
、
そ
の
他
は
３
日
の
仕

事
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
岡
城
を
取

る
こ
と
は
簡
単
で
な
い
こ
と
を
知
っ

た
。
世
の
中
に
は
堅
固
な
城
も
あ
る

も
の
だ
」
と
言
わ
し
め
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
岡
城
に
入
り
岡
藩
の
初
代
藩
主
と

な
っ
た
秀
成
は
、
城
の
再
構
築
と
城

下
町
の
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。
現

在
も
残
る
城
郭
や
城
下
町
の
基
礎
は

こ
の
時
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
明
治
に
入
り
、
取
り
壊
さ
れ
た
岡

城
で
す
が
、
再
び
脚
光
を
浴
び
る
時

が
訪
れ
ま
す
。
光
を
当
て
た
の
は
瀧

廉
太
郎
。
不
朽
の
名
曲「
荒
城
の
月
」

茨
木
と
竹
田
を
つ
な
ぐ
城　

岡
城

　
茨
木
と
竹
田
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ

ン
の
里
と
し
て
有
名
な
土
地
で
す
。

　
か
つ
て
は
共
に
キ
リ
シ
タ
ン
大
名

に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
た
地
域
を
も

ち
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
布

教
の
拠
点
で
し
た
。
し
か
し
、
豊
臣

秀
吉
の
バ
テ
レ
ン
追
放
令
と
そ
れ
に

続
く
徳
川
家
康
の
禁
教
令
に
よ
り
状

況
は
一
変
し
ま
す
。
茨
木
や
竹
田
も

全
国
の
例
に
も
れ
ず
、
キ
リ
シ
タ
ン

に
対
す
る
弾
圧
が
強
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
中
で
も
、
隠
れ

て
自
ら
の
信
仰
を
貫
い
た
人
々
が
い

ま
す
。
そ
れ
が
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
で

す
。
彼
ら
は
自
ら
の
心
を
決
し
て
裏

切
る
こ
と
を
せ
ず
、
信
仰
を
守
り
続

け
ま
し
た
。

　
先
人
た
ち
が
命
を
懸
け
て
守
り
抜

　
　

共
に
守
り
続
け
た
信
仰

キ
リ
シ
タ
ン

は
、
幼
少
期
を
竹
田
で
過
ご
し
た

瀧
廉
太
郎
が
、
よ
く
遊
ん
で
い
た
岡

城
を
モ
チ
ー
フ
に
作
曲
し
た
も
の
で

す
。

　
現
在
、
竹
田
市
で
は
時
報
の
サ
イ

レ
ン
の
代
わ
り
に
「
荒
城
の
月
」
の

　

今
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
400

年
。
文
禄
3
年
（
１
５
９
４
年
）、

茨
木
城
主
で
あ
っ
た
中
川
清
秀
の
次

男
、
中
川
秀
成
が
豊
臣
秀
吉
の
命
に

よ
り
岡
城
に
入
城
し
ま
し
た
。
茨
木

市
と
竹
田
市
の
つ
な
が
り
は
こ
こ
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
時
を
知
ら
せ
て
い

ま
す
。
茨
木
と
ゆ
か
り
の
深
い
秀
成

が
基
礎
を
つ
く
っ
た
風
景
。
そ
し

て
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
、
竹
田
市
民
の
生
活
に
溶
け
込

ん
で
い
ま
す
。

国指定重要文化財
「銅

どうしょう
鐘」（サンチャゴの鐘）

1_ 取り壊される前の岡城、2・3_ 岡城跡、
4_ 瀧廉太郎記念館、5_ 岡城跡の瀧廉太
郎像

同型の銅鐘は、国内では少数しか存在していな
い貴重なキリシタン遺物。元はサンチャゴ病院
にあったと考えられており、病院が破壊された
後、長崎奉行の竹中重義を経て、2 代目藩主、
中川久盛が竹田に持ち帰ったと推測されてい
る。岡城取り壊しの際に発見された。表面には
十字章と「HOSPITAL SANTIAGO 1612」と
記銘。

1 2

3

4
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い
た
信
仰
の
証
と
し
て
、
キ
リ
シ

タ
ン
の
里
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
遺
物

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
茨
木
市

で
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
「
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
」

や
現
在
国
内
に
２
点
し
か
存
在
し

な
い
「
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
」
な

ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

竹
田
市
で
は
「
銅
鐘
」（
サ
ン
チ
ャ

ゴ
の
鐘
）
や
「
聖
ヤ
コ
ブ
石
像
」

な
ど
の
遺
物
の
ほ
か
、
礼
拝
堂
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
洞
窟
や
稲
荷
も

数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
発
見
は
、
世
界
的
に

見
て
も
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

茨
木
と
竹
田
の
両
方
に
ゆ
か
り

の
あ
る
人
物
に
、
茨
木
市
の
名
誉

市
民
で
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞

し
た
文
豪
川
端
康
成
が
い
ま
す
。

　

康
成
は
３
歳
か
ら
18
歳
ま
で
を

茨
木
で
過
ご
し
、「
十
六
歳
の
日
記
」

な
ど
茨
木
を
舞
台
に
し
た
作
品
も

多
数
執
筆
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ゆ
か
り
の
文
豪

川
端
文
学

竹
田
の
歴
史
と
文
化
を
感
じ
る
城
下
町

絶
え
間
な
く
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
竹
田
湧
水
群

広
大
な
緑
の
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
る
久
住
高
原

銀
色
の
気
泡
に
癒
さ
れ
る
長
湯
温
泉
な
ど

竹
田
に
は
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
楽
し
み
い
っ
ぱ
い
！

観光

久住高原を訪れた時の川端康成
（写真中央）

▲キリシタン洞窟礼拝堂（大分県指
　定史跡）▼

聖ヤコブ石像

岡藩時代、政治・経済・文化
の中心地として繁栄を極めた
城下町。まちを練り歩く大名
行列や、格式ある武家屋敷通
りは、今も往時の面影を感じ
させます。

久住高原は阿蘇くじゅう国立
公園の中にあり、雄大な景色
や四季折々の花々などの色合
いが魅力です。春先の野焼き
や、秋の牧草の干し草の香り
は風物詩のひとつです。

長湯温泉は、古くから炭酸泉の
湯治場として親しまれていま
す。祖

そ ぼ

母・阿蘇・久住を水源と
して、各地では１日数万トンと
もいわれる量の清水が湧く名水
の地です。

岡城跡・城下町　ー歴史と文化ー

久住高原　ーグリーンパノラマー

長
な が ゆ

湯温泉・湧水・名水　ー名水のふるさとー

大分が日本一の栽培面積と生
産量を誇るカボスとサフラン。
竹田でも市を代表する特産物
です。椎茸は生産量、質とも県
下トップクラス。竹田はおいし
い水が育てた食材の宝庫です。

名産品　ー名水に育まれた山の恵みー
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ま
ち
を
知
る
こ
と
か
ら

交
流

　茨木ライオンズクラブは、25 年前から竹田市のライオンズ
クラブと交流をしてきました。交流のきっかけは、茨木市で
行われた茨木城主中川清秀の 400 年祭に竹田ライオンズクラ
ブが参加したこと。年に数回行き来をして、お互いの観光地
を案内したり、特産品を交換したりしています。
　「クラブで培ってきた交流の歴史が、竹田市との姉妹都市提
携に発展し、今後、さらに市民同士の交流につながれば嬉し
いですね。竹田市には壮大な自然、文化遺産など見所がたく
さんあります。ぜひみなさんも一度訪れてみてください。」

茨木ライオンズクラブ会長
木村忠兆さん

　調印式では、盟約書の調印のほか、竹
田市の紹介、大岩太鼓の演奏なども行い
ます。ぜひご来場ください。
時11 月 16 日㈯、午前 10 時～ 11 時
30 分、所福祉文化会館文化ホール、対
中学生を除く、15 歳以上の市民、定先
着 50 人、申11 月 1 日から、電話で文
化スポーツ課☎ 620・1608

時11 月 29 日㈮～ 12 月 1 日㈰、午前 9
時 30 分～午後 4 時 30 分（最終日は午後
３時まで）、所市民会館ドリームホール、
問社会教育振興課☎ 620・1686

　

竹
田
市
は
歴
史
・
文
化
・
自
然

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
あ
ふ

れ
た
ま
ち
で
す
。

　

こ
の
魅
力
的
な
竹
田
市
と
歴
史

文
化
姉
妹
都
市
提
携
に
至
る
ま
で

に
は
、
岡
藩
を
治
め
て
き
た
中
川

家
の
ル
ー
ツ
に
興
味
を
持
っ
た
多

く
の
市
民
が
、
長
年
に
わ
た
り
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

自
分
が
住
む
ま
ち
の
こ
と
を
よ

く
知
る
こ
と
は
、
自
分
の
ま
ち
を

こ
れ
ま
で
よ
り
も
好
き
に
な
っ
た

り
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
や

人
へ
の
興
味
に
つ
な
が
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

本
市
に
も
歴
史
や
文
化
、
観
光
、

特
産
な
ど
素
晴
ら
し
い
魅
力
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を

知
る
こ
と
は
新
た
な
出
会
い
の
き
っ

か
け
で
す
。
自
分
の
ま
ち
を
知
り
、

ほ
か
の
ま
ち
も
知
る
。
そ
こ
で
生
ま

れ
る
交
流
は
、
皆
さ
ん
の
人
生
を
よ

り
楽
し
く
、
豊
か
な
も
の
に
し
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

潮
で
連
載
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
竹
田
市
で

は
、
康
成
と
と
も
に
川
端
文
学
は
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
立
竹

田
高
校
で
は
、
次
代
を
担
う
高
校
生

た
ち
に
、
康
成
が
竹
田
に
の
こ
し
た

足
跡
を
伝
え
、
地
域
を
創
造
す
る
活

力
を
育
む
こ
と
を
め
ざ
し
、
平
成
21

年
か
ら
毎
年
、「
川
端
康
成
記
念
講

演
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

～郷土民俗資料展～

　中川秀成の家来の末裔という能勢昭二さん・隆子さんご夫
妻。先祖代々の墓は、岡城跡の方角を向いているそうです。
敬
けいけん

虔なキリシタンとして育った祖先と同じく、能勢さん夫妻
もキリスト教を信仰しています。
　「歴史文化姉妹都市提携を結ぶことになって嬉しいですね。
以前、わが家のルーツを知りたくて、関西方面を訪問したこ
とがあります。今後、締結をきっかけに、竹田市でもキリシ
タンの歴史文化の正しい理解が広がることを期待していま
す。」

茨木にゆかりがある竹田市民
能勢昭二さん・隆子さん夫妻

康
成
は
昭
和
27
年
、
竹
田
市
の
久
住

高
原
な
ど
を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、「
千
羽
鶴
」の
続
編「
波
千
鳥
」

を
執
筆
。
主
人
公
の
父
親
の
故
郷
を

竹
田
と
す
る
構
想
を
得
て
、
小
説
新

　実家が竹田市にあり、高校卒業まで竹田市で過ごした阿南
さん。竹田市に住んでいた時は岡城跡で花見をしたり、白水
の滝のあたりで川遊びなどをしていました。時報や駅の音楽
で流れていた荒城の月を聞くと故郷を思い出すそうです。
　「茨木市には 11 年前に仕事の都合で引っ越してきました。
茨木市は子育て・教育が充実していて住みやすいので来てよ
かったです。竹田市はあまり有名ではありませんが、景色は
すごく良いですし、水も食べ物もおいしいです。ぜひ茨木市
の皆さんも竹田市に興味を持ってもらいたいですね。」

竹田市出身の茨木市民
阿南啓二さん

茨木と竹田をつなぐ

歴史文化姉妹都市提携調印式

竹田市関連イベント

茨木城と
豊後竹田の岡城をめぐる中川家

P02-05特集1.indd   5 2013/10/23   11:08



62013.11　広報いばらき

ところ
問合先 とき ニュースポーツ

（種目） 無料開放

市民体育館
 ☎ 626・
　  3821

9:30 ～
　12:00
13:00 ～
　16:00

卓球※、トラン
ポリン、トレー
ニング室※、親
子遊び広場

東市民
体育館

 ☎ 633・
    5701 

10:00 ～
　12:00

ラダーゲッター、
ストラックアウト
他

トランポリン、
護身術、トレー
ニング室※

13:00 ～
　16:00

スローイングビン
ゴ、囲碁ボール他

ソ フ ト バ レ ー
ボール、卓球

南市民
体育館

 ☎ 630・
    0111

9:30 ～
　12:00
13:00 ～
　16:00

デ ィ ス コ ン、 ス
ロ ー イ ン グ ビ ン
ゴ、公式ワナゲ、
ラダーゲッター

卓球※、トレー
ニング室※

福井市民
体育館

 ☎ 641・
    4961

9:00 ～
　10:00

ノ ル デ ィ ッ ク・
ウォーク

バ ド ミ ン ト ン、
ながらヨガ、元
気 ! いばらき体
操、太極拳（そ
れぞれの時間帯
は要問い合わせ）

13:00 ～
　15:00

ビーチボール・バ
レーボールゲーム

15:00 ～
　16:30

2 ボール・バレー
ボールゲーム

■　市民スポーツフェスティバル
◆ペタンク大会　時9:30 から、所水尾公園グラウン

ド、対中学生以上（1 チーム 2 人）
◆ドッヂビー・ドッヂボ－ル大会　時9:30 ～ 12:00、
所市民体育館、対小学生（1 チーム 10 人）

◆大縄くぐり大会　時13:00 から、所市民体育館、対
小学生以上（1 チーム 10 人、回し役含む）
◆ファミリーバドミントン大会　時9:30 から、所南

市民体育館、対中学生以上（1 チーム 3 人）
（以下共通）時11/23 ㈷、申11/15、17:00 までに

所定の申込書（文化スポーツ課に設置）に必要事項
を記入し、ファックスまたは直接、同課 624・
4767

◆ニュースポーツ体験コーナー・体育館無料開放

11 月の教育文化月間行事一覧 
行事名 とき ところ 問合先

教育文化月間
表彰式 3 日㈷

10:00 ～
　12:00

市民会館
大ホール ①

英語スピーチ
大会

13:00 ～
　17:00

福祉文化会館
文化ホール ②

中学校連合
音楽会

6 日㈬、
13:20 ～ 15:45

市民会館
大ホール ③

小学校連合
音楽会

8 日㈮、
9:25 ～ 11:35、
12:50 ～ 15:00

市民会館
大ホール ③

茶華道展
8 日㈮～ 10 日㈰、
10:30～17:00（10日
は16:00まで）

生 涯 学 習 セ ン
ター
きらめきホール

②

市民ゲートボー
ル大会

9 日㈯、9:00 から
（雨天の場合 16 日）

西河原公園
南グラウンド ②

市立幼稚園・小
学校・中学校総
合展

9 日㈯ ～ 11 日㈪、
9:30 ～ 16:30

（11 日は 12:00 まで）
市役所南館 8・
10 階 ③

史跡郡山宿本陣
秋の特別公開

9 日㈯～ 17 日㈰、
9:30 ～ 16:30

（入場は 16:00 まで）
郡山宿本陣 ④

オータム
コンサート

10 日㈰、
16:00 ～ 18:30

市民会館
大ホール ②

市民謡曲大会 10 日㈰、
10:00 ～ 16:30

福祉文化会館
文化ホール ②

市立幼稚園
こどものつどい

13 日㈬、
10:30 ～ 12:00

市民会館
大ホール ⑤

PTA 大会 16 日㈯、
12:45 ～ 15:30

クリエイトセン
タ ー セ ン タ ー
ホール

⑥

公民館区対抗 3
点バレーボール
大会

17 日㈰・24 日㈰、
9:00 から 市民体育館 ②

市民スポーツ
フェスティバル

23 日㈷、
9:30 ～ 16:00 市民体育館ほか ②

市民音楽会
〈合唱のつどい〉

23 日㈷、
9:45 ～ 17:00

市民会館
大ホール ②

ミニチュア銅鐸
を作ろう！

24 日㈰、
10:00 ～ 11:30、
14:00 ～ 15:30

文化財資料館
2 階研修室 ④

茨木 TAIKO
ビ エ ン ナ ー レ
2013

24 日㈰、
13:00 ～ 16:00

生 涯 学 習 セ ン
ター
きらめきホール

⑦

郷土民俗資料展
（詳細は 5 ページ
参照）

29 日㈮～ 12 月 1 日
㈰、9:30 ～ 16:30（1
日は 15:00 まで）

市民会館
ドリームホール ⑥

銅鐸鋳型発見 40
周年記念講演会

30 日㈯、
14:00 ～ 16:00

文化財資料館２
階研修室 ④

問合先

 ①教育政策課☎ 620・1680
 ②文化スポーツ課☎ 620・1608
 ③学校教育推進課☎ 620・1683
 ④文化財資料館☎ 634・3433
 ⑤保育幼稚園課☎ 620・1638
 ⑥社会教育振興課☎ 620・1686
 ⑦生涯学習センター☎ 624・8182

※ 9:00 ～ 17:00
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市と市教育委員会では、10月に引き続き多彩な教育文化月間行事を開催します。
ぜひご参加ください。

特集２

教育文化月間

（写真左から）市立幼稚園こどもの
つどい、市立幼稚園・小学校・中学
校総合展、郷土民俗資料展、教育月
間表彰式、市民スポーツフェスティ
バル、市民謡曲大会、市民ゲートボー
ル大会

■　教育文化月間表彰式
時11/3 ㈷、10:00 ～ 12:00、所市
民会館大ホール、内教育功労者等へ
の表彰等、記念講演、問教育政策課

■　英語スピーチ大会
時11/3 ㈷、13:00 ～ 17:00、所福
祉文化会館文化ホール、内中学生・
高校生による英語スピーチ、問文化
スポーツ課

■　茶華道展
時11/8 ㈮～ 10 ㈰、華展＝ 10:30
～ 17:00（10 日 は 16:00 ま で ）、
茶 席 ＝ 10:30 ～ 16:00（10 日 は
15:30 まで）、所生涯学習センター
きらめきホール、内生花の展示、茶
席の開設、問文化スポーツ課

■　市立幼稚園・小学校・中学校
　総合展
時11/9 ㈯～ 11 ㈪、9:30 ～ 16:00

（11 日は 12:00 まで）、所市役所南
館８・10 階、内造形・図工・美術・
技術・家庭・書の作品、総合的な学
習の時間の作品、人権作品入選作品、
姉妹都市交流作品の展示、問学校教
育推進課

■　史跡、郡山宿本陣秋の特別公開
時11/9 ㈯～ 17 ㈰、9:30 ～ 16:30

（入場は 16:00 まで）、所郡山宿本陣
（宿川原町 3-10）、内企画展「西国
街道今昔～写真で見る郡山宿本陣
～」、備阪急バス阪急石橋・郡山団
地・豊川診療所前・彩都西駅行き
宿川原バス停下車、西へ約 150 ｍ、
駐車場（５台分）あり、問文化財
資料館
◆茨木消防マスコット犬ラッキー
君がやってくる !!　時11/16 ㈯、
15:00 ～ 16:00、内ラッキー君と一
緒に写真撮影（カメラは持参してく
ださい）
◆本陣見学ツアー　時11/9 ㈯・10
㈰、14:00 から、定各先着 20 人

■　市民謡曲大会
時11/10 ㈰、10:00 ～ 16:30、 所

福祉文化会館文化ホール、内素謡、
連調、仕舞等、問文化スポーツ課

■　PTA大会
時11/16 ㈯、12:45 ～ 15:30、 所

クリエイトセンターセンターホー
ル、内ミニコンサート、式典、基調
講演、問社会教育振興課

■　市民音楽会（合唱のつどい）
時11/23 ㈷、9:45 ～ 17:00、所市
民会館大ホール、内混声・男声・女声・
児童・合同合唱、問文化スポーツ課

■　茨木TAIKOビエンナーレ2013
時11/24 ㈰、13:00 ～ 16:00、 所

生涯学習センターきらめきホール、
定先着 459 人、内市内和太鼓 12 グ
ループによる発表、朱

す だ つ

龍による演奏、
申11/6、9:00 から、電話または直
接、同センター

■　ミニチュア銅鐸をつくろう！
時 11/24 ㈰、10:00 ～ 11:30、
14:00 ～ 15:30、所文化財資料館２
階研修室、対小学生以上（小学３年
生以下は保護者同伴）、定各先着 16
人、内東奈良遺跡出土の銅鐸鋳型を
もとにしたミニチュア銅鐸を鋳造、￥
1400 円、申11/6 から、電話で同館

■　銅鐸鋳型発見 40周年記念講演会
時11/30 ㈯、14:00 ～ 16:00、 所

文化財資料館２階研修室、定当日先
着 60 人、内東奈良遺跡で作られた
銅鐸（独立行政法人奈良文化財研究
所埋蔵文化財センター長　難波洋三
さん）、問同館
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